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(2) 報広和町
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昭
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新

春
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/
新
春
を
迎
え
皆
様
の
C
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
b

昨
年
は
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
・
変
容
す
る
社
令
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
各
様
化
し
た
町
政
を
執
行
、
産
業
、
教
法
円
、
文
化
、
福
祉
の
振
興
及
び

都
市
基
盤
整
踊
な
ど
町
要
主
般
に
つ
き
着
実
K
、
又
、
順
調
に
進
歩
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

.

/妥
者
証

565彪
導
ど
支
度
ど企
芝
号
室
委
託
を

理
解
下
さ
っ
た
賜
の
で
あ
り
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
ρ

。

任
期
最
後
の
新
春
を
迎
え
、
町
発
展
の
た
め
献
身
努
力
す
べ
-き
乙

ιの
責

任
を
ひ
と
し
お
痛
感
い
た
し
、
本
年
は
左
記
諸
事
業
を
重
点
K
力
強
く
.推
進

い
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

産
業
経
済
の
開
発

闘
場
整
備
の
最
終
年
に
な
る
の
で
、
補
修
工
事
を
完
了
し
、
高
能
率
生
産

団
地
育
成
対
策
事
業
、
農
道
舗
装
な
ど
を
推
進
し
、
農
業
の
振
興
を
計
る
と

と
も
に
、
造
成
の
な
っ
た
国
母
工
業
団
地
花
は
、
優
良
企
葉
一
一伊
豆
地
、
釜
無

工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、
補
償
問
題
の
早
期
解
決
に
努
力

Y

造
成
を
促
進
し
、

町
構
造
の
基
盤
確
立
を
計
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

骨
格
道
路
の
整
備

円

中
央
道
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
と
充
分
に
検
討
協
議
を
な
し
、
設
計
協
議

に
お
い
て
、
将
来
K
悔
を
残
す
こ
と
な
き
ょ
う
、
又
、
特
定
の
人
K
犠
牲
を

負
わ
す
よ
う
な
こ
と
な
く
、
地
域
の
開
発
に
資
す
る
乙
と
が
で
き
る
よ
う
に

文
県
道
甲
府
、
市
川
大
門
線
パ
イ
、ハ
ス

k
rつ
い
て
は
、
早
急
に
中
学
校
用
地

内
通
過
問
題
を
解
決
じ
て
路
線
の
確
定
を
計
る
と
と
も
に
、
相
生
一

を
ー一一
迎

J

え

-

る

'F
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昭
和

J

町
長

一石

寸
目
玉
穂
線
、
昭
和
町
1
1
3号
線
、
、水
道
々
路
等
の
都
荷
詮
幽
一
街
路
、の
工

事
促
進
を
な
し
、
社
会
開
発
の
惟
進
を
計
る
。
γ

・P

学
校
教
育
の
充
実
と
社
会
教
育
の
振
興

‘

中
学
校
々
舎
に
つ
い
て
は
、
全
体
が
老
朽
化
し
て
、
特
民
撃
芝
危
険
を
一

感
ず
る
わ
け
で
は
な
わ
が
、
一
部
は
建
物
も
百
く
、
採
光
暖
房
な
ど
も
充
分
一

で
な
く
・、
運
動
場
は
小
学
校
と
兼
用
の
た
め
、
伺
か
と
教
育
に
不
都
合
で
為
一

る
の
で
、
昨
年
取
得
し
た
用
地
に
、
理
想
的
な
新
校
舎
を
二
ヶ
年
計
画
で
建
一

・
設
し
、
義
務
教
育
の
充
実
を
期
す
る
と
共
に
、
激
動
す
る
社
会
情
勢
に
対
姫
一

'
す
る
た
め
、
社
会
教
育
の
よ
り
拡
充
と
、
公
民
館
活
動
及
、跡
、
視
聴
覚
-
ヲ
イ
一

ブ
ラ
リ

l
の
活
用
を
通
じ

τ努
め
る
。

-

s

a

ぃ，
h

，
¥

一

生
活
環
境
の
整
備
と
保
健
衛
生
の
推
進

じ

.

.

一

清
掃
施
設
の
が
ち
、
し
尿
処
理
場
に
つ
い
て
ば
、
‘
玉
穂
杓
地
吋
応
建
設
地
一

の
確
保
が
で
き
、
近
隣
部
落
の

T
解
の
見
と
お
し
も
つ
い
た
の
芳
、
μ

早
急
に
一

建
設
を
計
る
。

一

ゴ
ミ
処
理
場
に
'つ
い
て
は
、
中
巨
摩
郡
、
夫
半
の
前
射
と
共
舟
守
山
山首
『
部

地
内
に
建
設
す
べ
く、

・目
下
取
得
を
鋭
意
、推

進
中

f
b力、
~
薩
定
保
第
蔑
設

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
社
会
開
発
事
業
の
実
施
と
と
&
ぽ
、

バ社
会
福
祉
の
増
進
と
住
民
生

活
に
直
結
し
花
施
策
を
き
が
細
か
民
議
極
的
民
推
進
じ
て
ま
い
る
決
意

T
お

り
ま
す
の
々
、
重
点
て
各
位
比
お
か
れ
て
は
宏
一年
、
倍
唱
の
ど
協
力
忍
賜
ゆ

f

り
ま
す
よ
う
お
願
け
す
喝

εと
も
信
、d
皆
傑
万
の
と
多
幸
弘
、
心
が
N

り
お
抗
。

申
し
上
げ
ま
し
で
、
・，年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
働

原

忠

則
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広町和昭(3) 

あ

た
ザフ

て

年

頭

長

議

淳

泉

有

夫

皆
織
と
共
K
輝
か
し
い
新
春
を
こ
と
ほ
ぎ
、
あ
わ
せ
て
町
政
の
進
展
を
御
る
こ
と
の
な
い
立
派
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
当
然
の

祝
い
出
来
ま
す
こ
と
は
、
私
共
議
会
人
と
い
た
し
ま
し
て
最
も
喜
び
と
す
る
責
務
と
は
申
せ
、
議
会
も
充
分
に
議
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
o

-

さ
て
本
年
は
、
乙
れ
等
の
乙
と
と
と
く
は
、
多
く
の
協
議
の
結
果
煮
つ
め

顧
り
み
ま
す
る
に
わ
が
昭
和
町
に
と
り
ま
し
て
は
、
乙
乙
数
年
来
本
当
に
ら
れ
計
画
樹
立
、
そ
し
て
基
礎
的
工
事
の
着
工
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
静
か
な
序

諸
事
多
難
の
う
ち
K
、
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
去
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
乙
曲
が
奏
で
ら
れ
、
来
年
度
へ
又
そ
の
翌
年
度
へ
と
、
大
き
く
厳
し
い
槌
音
の

の
間
国
母
工
業
団
地
問
題
を
始
め
、
中
央
道
、
新
都
市
計
画
法
に
よ
る
線
引
継
続
し
得
る
ぺ
即
ち
飛
躍
せ
ね
ば
な
ら
な
い
年
だ
と
考
え
ま
す
時
、
行
政
の

釜
無
工
業
団
地
、
中
学
校
建
設
、
交
通
{
李
」
対
策
道
路
(
新
県
道
)
、
昨
年
大
き
な
伸
展
は
町
民
の
福
祉
増
進
で
あ
る
と
は
知
り
な
が
ら
も
、
町
の
財
政

完
ア
を
い
た
し
ま
し
た
県
営
圃
場
整
備
事
業
等
々
、
又
乙
れ
に
加
え
て
広
域
而
を
思
う
時
、
乙
れ
こ
そ
大
き
な
厳
し
さ
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
.ら
な
い
と
思
い

行
政
に
よ
る
水
道
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
営
校
教
育
の
充
実
等
、
ま
さ
に
重
要
ま
す
。

課
題
の
積
み
重
ね

の

時

で

ご

ざ

い

ま

し

た

。

然

し

な

が

ら

、

乙

れ

も

本

町

が

大

き

く

飛

躍

す

る

た

め

の

苦

る

し

み

だ

と

そ
し
て
こ
れ
等
重
要
課
題
は
、
四
十
六
年
十
二
月
議
会
に
於
て
決
せ
ら
れ
す
る
な
ら
ば
、
町
当
局
は
勿
論
の
乙
と
町
民
一
丸
と
な
っ
て
紛
肯
砕
身
頑
張

ま
し
た
基
本
構
想
を
土
台

p-

と
い
た
し
ま
し
て
J

「
町
の
総
合
計
画
」
乙
れ
は
り
続
け
ら
れ
る
乙
と
だ
と
確
信
し
て
お
る
と
乙
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
初
の
マア
定
よ
り
大
部
お
之
れ
て
い
る
感
が
い
た
し
ま
す
が
、
前
記
い
た
し
年
頭
K
当
り
、
い
さ
さ
か
所
感
一
を
述
べ
皆
さ
ま
の
御
健
康
と
御
幸
福
を
お

ま
し
た
重
要
問
題
山
積
の
次
め
、
や
む
を
え
な
い
と
は
申
せ
乙
れ
が
計
画
K

祈
り
し
て
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

は
十
二
分
K
町
民
の
声
を
活
用
せ
し
め
、
将
来
の
本
町
ぬ
指
針
と
し
て
悔
い

州

J-TA'
一三-T
4
-Z4
き
+
主τ4
き
申
一一--zzJ'
一主-744事
/専
一主-z-7'
主7
4
-a-4
--Z7+
-27+
き
も
も14
-ZZT
O
l---zT・4
7
'
き-+
-z一74

と

=74き
4

・

zzT+
呈一7骨
二言4
一-ZZ7
4
i7
4主-
-+
-三官官
14
Aa一三74
-急干
し
り
ゲ
-27骨
き
4
き
4
主
74主
74
4き
4
-A-一EF--+
-e=Ei-
-主喜一，
J

i

て
お
り
ま
す
。
中
央
道
に
新
設

県

道

全

町

内
の
皆
段
、
和
を
以
て

一
致
い

…

年

男

大

い

に

語

る

文

化

-

震

に

昭

和

町

民

に

と

っ

て

協

力

し

て

昭

和

町

の

発

展

の

た

め

に

一

画
期
的
な
問
題
ば
か
り
で
す
。
乙
の
遭
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
一

色
襲
撃

J

町

民

れ

た
寅
年
が
六
回
目
に
な
り
ま
し
た

現

実
を
ど
う
受
け
と
め
る
か
が

一
番
幸
い
今
年
は
十
二
支
の
寅
年
で
す
、
一

一h
除
齢
闘
機
膨
V

の
皆
桟
そ
の
閥
、
町
民
の
皆
様
に
は
大
変
御
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

昔
の
た
と
え
と
云
う
言
葉
が
あ
り
ま
一

冊

h
E
園
灘
棚
網
鱗
繍
麟

齢

新
年
お
厚
情
と
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
て
町
と
し
て
は
町
全
体
の
発
展
に
つ
な
す
勇
敢
に
忍
耐
づ
よ
く
と
り
く
も
う
…

…

銅

麟

機

関

噛

め
で
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
げ
わ
れ
わ
れ
町
民
は
各
自
が
自
己
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
簡
単
で
は
御
…

4a繍
繍
繍
機
繍
組
曹
、
う
C
ざ

さ

て

昭

和
四
十
九
年
の
年
頭
に
あ
幸
と
家
庭
の
発
展
に
つ
匂
が
る
よ
う
ざ
い
ま
す
が

一
言
あ
い
さ
つ
申
し
あ
一

咽

4
3襲
撃
青

い
ま
す
た
っ
て
昭
和
町
の
全
容
を
見
る
K
色

に
受
け
と
め
る
乙
と

が

、

一

番

大

切

げ

ま

す

。

町

一
私
し
昭
和
の
地
に
生
を
受
け
て
生
々
と
大
き
な
首
題
が
積
み
重
な
つ
の
事
で
は
な
い
か
と
思
い
手
。
厚
生
堀
之
内
敏
男
…
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これまでも用途地域が定められていましたが、最近の建物の実態や生

活環境改善の要求Kあわない面がでてきたため、これまでの制度が一部

) 一 都 市計画一一 改正されました。

住居地域

工業地域

この制度K伴い昭和町の用途地域も下図のとおり、五地区の新用途地

域K細分化されましたのでお知らせします。

文
押 越

河東中島
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成

人

と

報広

成
人
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社

会
的
に
責
任
や
義
務
が
は
っ
き
り
と

生
じ
る
わ
け
だ
か
ら
そ
れ
だ
け
今
ま

で
よ
り
は
自
主
的
に
行
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

社
会
的
責
任
の
自
覚
と
、
自
主
性

の
面
で
成
人
と
未
成
年
と
の
主
な
違

町和昭
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な

てコ

て

西
条
二
区

湯

春

村

湯村君

い
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
他

に
は
あ
ま
h
愛
化
は
な
く
、
今
ま
で

通
り
や
っ
て
い
く
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
将
来
の
理
想
と
し
て
は
第
一

に
、
視
野
の
広
い
人
間
に
な
り
た
い

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
日
本
や
世
界

で
起
っ
て
い
る
こ
と
を
自
分
で
考
え

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
べ
き
で
あ

る
。
第
こ
に
は
、
い
つ
ま
で
も
発
展

し
て
い
け
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た

い
。
成
長
す
る
こ
と
自
体
が
、
人
生

の
一
つ
の
目
的
で
あ
る
と
思
う
。

成
人
す

b
に
あ
た
っ
て

(5) 

古

屋

磨
由
己

古屋さん

押
越

成
人
す
る
・
・
・
・
・・
今
ま
で
よ
く
耳
に

し
た
り
、
私
自
信
品
、げ
な
く
幾
度

か
口

K
し
て
き
た
言
葉
で
あ
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
身
近
な
も
の
と
し

て
捕
え
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
改

樹

成

人

式

を

迎

え

清

水

霜

居

才

古

屋

磨

面

己

田

中

邦

彦

望

渡

辺

矢

一

笹

本

要

佐

野

月

保

則

梅

野

花

枝

海

野

栄

江

清

橘

田

春

樹

藤

本

陽

子

石

川

山

口

百

合

子

海

野

愛

子

赤

池

信

恵

千

野

美

代

子

深

沢

千

恵

子

力

海

野

実

望

月

あ

け

み

金

清

水

豊

丸

豊

子

伊

藤

一
広

め
て
こ
の
意
義
を
考
え
る
と
、
そ
の

'

西

条

一

区

紙

漉

阿

原

大

き

さ

に

驚

い

て

し

ま

い

ま

す

。

金

丸

優

名

執

松

美

角

野

賢

神

宮

寺

達

雄

一

之

瀬

善

徳

窪

長

官

選

挙

権

が

与

え

ら

れ

る

造

木

原

隆

久

保

田

文

人

野

田

和

美

窪

田

博

美

花

形

三

千

子

と
い
う
だ
け
で
な
く
、

一
人

前

の

大

沢

誠

三

井

し

の

ぶ

野

巴

瀬

尚

伊

藤

靖

仁

花

形

豊

美

堀

内

克

己

人
と
し
て
扱
わ
れ
、
一
人
の
人
間
と
向
山
晃
幡
野
政
幸
志
村
武
夫

石
原
正
男
佐
野
千
恵
子
芦
沢
薫

し

て

人

格

を

認

め

ら

れ

る

と

同

時

に

新

井

一

枝

興

石

貞

子

築

地

新

居

私
た
ち
の
一
つ

一
つ
の
言
葉
や

行

動

西

条

ニ

区

中

島

敏

彦

水

上

智

恵

子

磯

部

も
厳
し
く
評
価
さ
れ
る
わ
け
で
す
、
望
月
日
出
美
依
田
淳
一
滝
口
二
郎
興
石
ひ
と
み
興
石
吾
郎

で

す

か

ら

大

人

と

し

て

の

自

覚

と

責

綾

子

渡

辺

む

つ

子

嶋

津

文

範

武

内

誠

倉

田

東

田

中

一

男

任
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
秋
山
泰
志
井
口
博
光
河
西
邦
人
磯
部
一
成
福
田
昭
人
望
月
裕
子

痛
感
し
て
い
る
次
第
で

す

。

秋

山

四

郎

深

沢

晃

小

宮

山

好

鈴

木

久

義

今

津

杉

子

長

谷

部

智

特
K
今

日

の

よ

う

に

石

油

危

機

だ

美

深

沢

誠

若

尾

敏

彦

河

西

子

上

田

将

鷹

野

和

弘

と

か

、

イ

ン

フ

レ

、

或

い

は

食

糧

危

昭

笹

之

池

喜

直

深

沢

正

敏

湯

飯

喰

機
と
言
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
事
が
大
き
村
春
樹
山
本
隆
子
岡
田
恵
美
子
小
沢
和
夫
磯
部
香
代
子
堀
内

な
社
会
問
題
と
し
て
取
h
ι
L
げ
ら
れ

や

西

条

新

回

日

開

子

内

田

美

喜

桐

林

恵

子

谷

て
い
る
中
で
、
大
人
と
し
て
の
第

一

塚

原

直

美

塩

田

正

和

長

田

芳

口

正

一

歩
を
踏
み
だ
そ
う
と
し
て
い
る
私
た

，洋

福

島

睦

若

尾

清

子

宮

崎

河

西

ち

で

す

が

、

私

な

り

の

責

任

と

自

覚

俊

恵

提

政

仁

森

尾

光

弘

市

麻

野

茂

美

大

森

た

ま

江

深

尾

を
新
た

K
し

て

、

初

心

忘

れ

る

乙

と

川

肇

千

恵

子

萩

原

邦

彦

八

木

朋

子

な
く
進
ん
で
行
き
た
い
仁
思
い
ま
す
【

河

東

中

島

五

味

多

美

穂

渡

辺

税

保

坂

正

山

本

恵

子

金

丸

進

塚

田

葉

信

石

原

勉

保

坂

正

広

山
梨
栄
和
学
院
勤
務

子

永

井

恵

美

子

米

倉

ま

ゆ

み

上

河

東

土

特

和

子

有

泉

光

久

深

沢

義

郎

野

沢

稔

保

坂

和

子

保

坂

恵

功

万

直

人

丹

沢

和

子

子

桜

井

秀

一

今

沢

由

紀

子

大

押

越

久

保

和

樹

小

林

稔

有

賀

一

秀

る

人

々

@ 

山
田
秀



( 6) 報広町和昭

県内の通過ルートも、四十八年九月昭和~

た。昨年の十月末に小淵沢町の工事現場に

関係も五十一年完成を目標K各所で工事が

打ちは既l乙終り、引続き目下それ以南の西

業が進められつ〉ありますO

れから用地取得と工事の完成に向って、各

押原中学校々舎建設

戦
後
の
六

・
三
・

三
制
実
施
に
も

と
づ
い
て
建
設
さ
れ
た
現
在
の
押
原

中
学
校
々
舎
も
既
に
危
聡
校
舎
と
な

り
新
校
舎
建
設
の
必
要
K
迫
ら
れ
ま

し
た
。町

で
は
昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
継

続
事
業
と
し
て
新
校
舎
建
設
の
計
画

を
た
て
、
校
舎
敷
地
を
選
定
い
た
し

て
い
た
が
、
現
在
の
町
中
央
公
民
館

前
を
最
適
地
と
し
て
昨
年
八
月
よ
り

用
地
買
収
を
始
め
、
地
域
の
人
た
ち

の
協
力
に
よ
っ
て

一
万
坪
の
取
得
を

完
了
し
て
造
成
本
終
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
四
十
九
年
度
よ
り
建
設
に

着
手
す
る
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で
す

が
、
目
下
設
計
等
に
つ
い
て
は
、
先

進
学
校
等
を
視
察
し
て
近
代
的
な
モ

デ
ル
校
舎
を
建
設
す
べ
く
検
討
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

近
い
将
来
立
派
な
校
舎
で
学
ぶ
中

学
生
の
喜
び
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

一
部
工
事
初
ま
っ
た

国
母
工
業
団
地

国
母
工
業
団
地

町
の
南
東
部
氏
国
母
工
業
団
地
が

あ
り
ま
す
。
甲
府
市
、

玉
穂
村
、
昭

和
町
の
三
市
町
村
の
共
同
事
業
で
面

積
に
し
て
一

O
O万
平
方
米
の
工
業

団
地
計
画
を
は
じ
め
て
八
年
の
歳
月

が
た
ち
ま
し
た
。

県
の
唯
一
の
工
業
専
用
団
地
と
し

て
、
地
元
地
権
者
の
理
解
と
協
力
を

得
て
造
成
に
か
、
り
ま
し
た
が
、
用

地
取
得
の
困
難
さ
を
、
い
や
と
云

う
程
身
を
も
っ
て
味
わ
い
、
関
係
者

は
苦
労
の
連
続
で
し
た
。

ど
う
や
ら
玉
穂
村
と
甲
府
市
の
一

期
事
業
が
完
成
、
い
ざ
公
募
と
云
う

と
き
例
の
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
し
か
し

関
係
者
の
努
力
で
十
三
社
の
企
業
立

地
が
決
定
、
現
在
工
場
建
設
の
響
き

が
周
辺
に
力
強
く
こ
だ
ま
し
て
い
る

昭
和
町
分
二
五
万
平
方
米
に
つ
い
て
も
一

昨
年
地
元
地
盤
台
の
協
力
を
得
て
買

収
が
終
り
、
造
成
事
業
に
入
る
乙
と

に
な
っ
た
。
四
九
年
は
公
害
の
な
い

優
秀
企
業
誘
致
を
目
標
に
、
ま
ず
造

成
事
業
を

一
日
も
早
く
完
成
さ
せ
る

乙
と
が
先
決
と
思
い
ま
す
。

本
町
の
多
年
の
計
画
が
や
っ
と
実

を
結
び
、
地
域
の
発
展
が
約
束
さ
れ

る
時
節
が
来
た
わ
け
で
す
。



報

釜無工業団地予定地

申央高速自動車道西の宮線のうち、山梨

勝沼聞の路線発表をもって全部確定しまし

おいて、起工式が挙げられ、いよいよ本県

進められることになりました。

昭和町関係は昭和インターまでの中心杭

条二区、押越、阿原地区の中心杭打ちの作

四十九年は愈々設計協議から巾杭打ち、そ

種の業務が進められることでしょう。

広町和昭( 7) 

釜無工業団地

釜
無
工
業
団
地
は
県
の
長
期
開
発

計
画
の
基
幹
団
地
と
し
て
、
甲
西
団

地
と
共
に
県
開
発
公
社
K
よ
っ
て
、

目
下
買
収
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

造
成
計
画
面
積
八
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

幹
線
道
路
一
八
米
に
て
整
地
を
な
し

工
業
専
用
団
地
と
し
て
造
成
す
る
予

定
で
す
。

昭
和
四
十
七
年
よ
り
買
収
K
入
り

地
元
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
一
部

の
問
題
を
残
し
大
抵
の
話
し
合
い
が

つ
く
見
通
し
で
す
。

戦
前
は
軍
の
飛
行
場
と
し
て
使
用

さ
れ
、
戦
後
開
拓
地
と
し
て
新
ら
た

に
入
植
し
た
人
々
及
旧
所
有
者
達
の

手
に
よ
っ
て
、
立
派
な
農
地
に
生
れ

か
わ
っ
た
が
、
再
び
県
及
町
発
展
の

中
核
を
な
す
工
業
団
地
と
し
て
、
生

れ
か
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
に
夢

J

!
宣
昌
住
宅
団
地
l

常
永
住
宅
団
地
は
本
町
の
上
河
東

地
区
に
約
一
三

0
0
0
坪
K
て
、
町

及
び
県
営
住
宅
と
県
住
宅
供
給
公
社

の
積
立
分
譲
住
宅
、
併
せ
て
二
七
四 インター附近の測量

戸
を
建
設
す
る
計
画
に
て
、
昭
和
四

十
七
年
度
よ
り
建
設
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

町
及
び
県
営
住
宅
は
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
営
む
に
足
り
る
住
宅
を
、

住
宅
K
困
っ
て
い
る
低
所
得
者
の
人

達
に
安
い
家
賃
で
賃
貸
す
る
目
的
で

建
設
し
、
文
積
立
分
譲
住
宅
は
国
及

び
県
の
重
点
施
策
で
あ
る
住
宅
政
策

の
一
つ
と
し
て
一
世
帯
一
住
宅
を
実

現
す
る
た
め
に
、
分
譲
住
宅
を
よ
り

買
い
や
す
く
し
て
、
勤
堂
告
の
皆
さ

ん
に
「
マ
イ
ホ
ー
ム
」
を
持
っ
て
も

ら
う
為
に
建
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
《

既
に
町
営
住
宅
と
積
立
分
譲
住
宅
の

一
部
建
設
が
終
り
、
引
続
い
て
建
設

中
で
す
。

あ
と
二
、
三
年
後
に
は
身
延
線
の
車

窓
か
ら
立
派
な
住
宅
団
地
が
眺
め
ら

れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

工
事
中
の
常
、
本
分
譲
団
地



(8) 報

昭
和
町
文
化
協
会
主
催
、
昭
和
町
、
昭
和
町
教
育
委
員

会
の
協
賛
の
第
九
回
文
化
祭
が
、
去
る
十

一
月
二
十
三
日

の
勤
労
感
謝
の
日

K
、
中
央
公
民
館
で
盛
大
に
聞
か
れ
ま

し
た
。

d

一

広町和昭

花
道
展
場

当
日
の
催
し
は
、
文
芸
展
覧
会
、
芸
能
発
表
、
囲
碁

将
棋
大
会
等
で
、
特
K
文
芸
展
覧
会
場
は
、
年
ご
と
進

歩
す
る
力
作
に
訪
ず
れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

河
西
若
妻
会
手
芸
品

芸能発表〈民踊〉

絵画展の力作



ポ
ー
ト
写
真
展
会
場

報広和

囲
碁
・
将
棋

大
会
成
績

町昭(9) 

A 
級

囲
碁
の
部

優

勝

輿

石

準

優

勝

風

間

優

勝

岡

準

優

勝

佐

野

将
棋
の
部

A
級優

勝

準
優
勝

B
級優

勝

準
優
勝

B 
級

五新
味井

磯内
部田

盛
大
に

農
業
ま
つ
り

開
か
れ
る

利辰善
統政男平

十
一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の

日
に
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
農
業
ま

つ
り
も
、
今
年
は
十
回
目
を
迎
え
、

本
町
農
業
研
究
会
連
絡
協
議
会
公
E

長
保
坂
官
。
主
管
の
も
と
に
町
立

押
原
小
学
校
屋
内
体
育
館
を
中
心
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
町
民
多
数
の
参

観
の
う
ち
農
産
物
品
評
会
に
お
い
て

優
秀
農
作
物
の
出
品
者
の
表
彰
も
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

品
評
会
に
お
け
る
出
品
点
数
も
二

八
四
点
と
ち
こ
乙
毎
年
三

O
点
か
る

四
O
点
増
加
し
て
お
り
、
都
市
近
効

農
村
と
し
て
生
鮮
野
菜
が
十
二
品
目

語妻正
文

淳
章

和室での囲碁大会

に
わ
た
っ
て
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
出

品
物
は
二
十
二
日
に
搬
入
さ
れ
、
午

後
か
ら
は
峡
中
農
業
改
良
普
及
所
の

望
月
所
長
は
じ
め
各
担
当
普
及
官
に

よ
り
厳
正
な
審
査
が
行
な
わ
れ
た
。

出
品
者
の
う
ち
主
な
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

山
梨
県
農
務
部
長
賞

海
野
長
和
押
越
(
ホ
l
レ
ン
草
の

部
八
年
連
続
最
優
秀
賞
)

山
梨
県
農
業
研
究
協
議
会
長
賞

野
巴
瀬
一
郎
西
条
一
区
(
柿
の
部

最
優
苓
貨
)

峡
中
農
業
改
良
普
及
活
長
賞

五
味
一
素
西
条
二
区
(
大
根
の
部

最
優
秀
賞
)

甲
府
地
区
農
業
研
究
協
議
会
長
賞

相

原

豊

飯

喰

'
(
花
芯
白
菜
の
部

最
優
秀
賞
)

各
品
目
最
優
秀
賞
受
賞
者

水
稲
の
部
花
形
武
男
(
紙
漉
阿

原
)
結
球
白
菜
の
部
野
沢
昭
二

(
築
地
新
居
)
甘
ら
ん
の
部
保

坂
篤
(
上
向
東
)
カ
リ
フ
ラ
ワ

ー
の
部
高
野
夏
子
(
西
条
二
区
)

ネ
ギ
の
部
野
沢
正
典
(
西
条
一

区
)
里
芋
の
部
豊
川
弐
也
(
河

西
)
鶏
卵
の
部
窪
田
直
三
(
紙

漉
阿
原
)
抑
制
き
ゅ
う
り
の
部

石
川
暁
(
河
西
)



る
乙
と
、
上
下
水
道
の
建
設
K
関
す

u
b
'
b
3
2
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る
乙
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w
'
i
M
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p
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振
興
課
長
長
田
善
貞

産

業

係

長

河

田

透

土

地

や

建

物

を

売

っ

た

と

き

の

、

主
事
佐
野
元
隆
(
農
振
関
係
)y

「
譲
渡
所
得
」
の
あ
ら
ま
し

秋
山
睦
夫
(
農
業
委
員
会
)
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
税
金

小
林
正
江
(
一
般
庶
務
)
は
ど
れ
程
か
か
る
か
な
ど
と
い
う
質

技
師
宮
井
義
孝
(
農
業
技
術
)
聞
が
よ
く
き
か
れ
ま
す
。
土
地
や
建

主
事
補
志
村
武
夫
(
農
政
)
物
を
売
る
と
い
う
乙
と
は
、
い
つ
も

嘱
託
窪
田
和
雄
(
土
地
改
良
)
あ
る
乙
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
税
金
K
つ
い
て
不
安
を
持
た
れ

振
興
課
の
仕
事
は
、
近
年
の
行
政
建
設
係
長
山
田
昇
た
場
合
の
税
金
の
計
算
に
つ
い
て
説

一
需
要
の
増
大
に
伴
な
い
複
雑
多
岐
に
主
事
跡
中
後

藤

正

比

古

明

し

ま

し

ょ

う

。

亘
り
、
農
業
を
含
む
産
業
経
済
K
関

(

土

木

・

建

設

)

土

地

、

建

物

を

売

っ

た

と

き

の

利

す

る

事

務

や

、

道

路

、

河

川

、

住

民

益

を

譲

渡

所

得

と

い

い

税

金

が

か

か

等
の
土
木
建
築
K
関

す

る

事

務

等

広

り

ま

す

が

、

乙

の

譲

渡

所

得

は

他

の

い

分

野

の

行

政

を

担

当

し

て

お

り

ま

所

得

税

と

分

離

し

て

計

算
し
ま
す
。

す
o

h

又
売
っ
た
土
地
や
建
物
の
所
有
期

課

内

は

現

在

次

の

と

お

り

係

を

ニ

聞

に

よ

っ

て

一長
期
譲
渡
所
得
と
短
期

つ

に

分

け

て

お

り

ま

す

が

、

全

課

員

譲

渡

所

得

に

区

分

し

て

そ

れ

ぞ

れ

異

が

一

致

協

力

す

る

中

で

、

住

民

の

協

っ

た

方

法

で

税

金

を

計

算

し

ま

す

。

力

を

得

な

が

ら

そ

の

要

望

に

こ

た

え

「

長

期

譲

渡

所

得

と

は

」

る

べ

く

努

力

を

い

た

し

て

お

h

4

4

す

。

五

年

を

超

え

る

期

間

ぢ

っ

て

い

た

一

「

産

業

係

」

土

地

や

建

物

生

譲

渡

し

た

こ

と

に

よ

一

産
業
振
興
、
商
工
振
興
、

農

地

法

る

所

得。

一
及
び
農
業
委
員
会
K
関

す

る

こ

と

、

税

率

一
土
地
改
良
K
関

す

る

乙

と

観

光

及

び

昭

和

四

十

八

年

中

に

売

っ

た

場

合

一
職

業

安

定

に

関

す

る

こ

と

等

は

二

十

必

(

県

町

民

税

五

場

合

む

)

一

「

建

訊

目

標

」

昭

和

四

十

九

年

と

五

十

年

に

売

っ

た

一

道

路

、

河

川

、

提

防

、

橋

り

ょ

う

場

合

は

二

十

六

婦

で

す

。

一
等
土
木
K
関

す

る

乙

と

、

公

有

水

両

「

短

期

譲

渡

所

得

と

は

」

一
に
関
す
る
こ
と
、
町
営
住
宅
K
関

す

五

年

以

下

の

期

間

し

か

も

っ

て

い
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報広町和昭

な
か
っ
た
土
地
や
建
物
を
譲
渡
し
た

乙
と
に
よ
る
所
得
で
す
。

た
だ
し
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日

以
後
に
購
入
し
た
も
の
に
つ
い
て
は

そ
の
保
有
期
聞
が
五
年
を
超
え
て
い

て
も
そ
の
譲
渡
所
得
は
短
期
譲
渡
所

得
と
な
り
ま
す
。

税
率

五
十
二
場
(
県
町
民
税
十
二
場
含

む
)

尚
売
渡
し
た
土
地
建
物
の
譲
渡
価

額
か
ら
限
ら
れ
た
控
除
が
な
さ
れ
ま

す
。
ど
う
か
四
十
八
年
申
に
譲
渡
所

得
が
あ
っ
た
方
は
も
れ
な
く
昭
和
四

十
九
年
二
月
十
五
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
の
聞
に
申
告
さ
れ
る
よ
う
準

備
し
て
下
さ
い
。

単
許
細
K
つ
い
て
は
役
場
税
務
課

ま
で
問
合
せ
下
さ
い
。

合
昭
和
四
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
一

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
土
地

一

を
売
ら
れ
た
方
に
お
知
ら
せ
す

右
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
近
日

申
に
甲
府
税
務
署
よ
り
「
譲
渡
内

容
に
つ
い
て
お
尋
ね
」
通
知
が
あ

り
ま
す
。

本
町
で
は
一
月
十
日
(
予
定
)

頃
該
当
者
を
公
民
館
に
集
め
記
載

要
領
の
説
明
会
を
催
す
計
画
で
す

の
で
、
関
係
者
は
必
ず
出
席
さ
れ

る
様
連
絡
致
し
ま
す
。



報

年
末
年
始
の

「
る
な
い
運
動
」
に

ご
協
力
を

広町

く
れ

和

車
で
年
賀
が

多
く
な
り

ま
し
た

昭

さ
あ
あ
い
さ
つ
は

後
に
し
て
と
に
か
く

ど
ち
ら
か
に
さ
め
て

2 

酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

運
転
す
る
人
に
は
酒
は
飲
ま

せ
な
い
。

飲
ん
だ
人
に
は
運
転
は
さ
せ

な
い
。

3 年
末
年
始
は
例
年
事
故
が
多
発
し

悲
し
い
正
月
を
迎
え
る
家
庭
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
が

お
互
に
協
力
し
、
飲
酒
運
転
を
追
放

す
る
た
め
に
「

3
な
い
運
動
を
実
施

し
、
明
る
い
、
楽
し
い
年
末
年
始
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

す。
会
長
保
坂
正
己
審
清
水
新
居

職
務
代
理

副

会

長

相

原

豊

薪

)

飯

喰

副
会
長
丸
山
康
弘

4
8
紙
漉
阿
原

農
業
委
員

新
役
員
を
選
出

(11) 

去
る
十
一
月
二
十
五
日
、

窪
田
農

業
委
員
会
々
長
辞
任
に
つ
き
農
業
委

員
会
を
開
催
し
、
新
役
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

田
富
郵
便
局

移
転
の
お
知
ら
せ

くらしの工夫は

家計簿から

私
達
の
生
活
に
は
案

外
ム
ダ
や
ム
リ
が
多
い

も
の
で
す
が
、

'家
計
簿

を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
れ
が
は
っ
き
り
し

く
ら
し
の
工
夫
を
は
か

る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

家
詳
弘
縛
記
帳
で
生
活
の
合
理
化
を

は
か
り
、
明
る
く
豊
か
な
明
日
を
築

き
ま
し
ょ
う
。
家
計
簿
は
貴
重
な
わ

が
家
の
生
活
記
録
で
あ
り
、
豊
か
な

将
来
へ
の
道
し
る
べ
で
す
。

み
ん
な
が
貯
蓄
住
み
よ
い
社
会

局
区
内
の
皆
さ
ん
、
日
C
ろ
郵
便

局
を
と
利
用
ぐ
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り

が
と
う
C
ざ
い
ま
す
。

さ
て
こ
の
た
び
、
左
記
の
略
図
の

と
お
り
局
が
新
局
舎
に
移
転
し
ま
し
勺
74
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た
の
で
お
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せ
し
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す
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十
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お
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て
事
務

取

扱

い

が

開

始

さ

れ

と

弘

山

梨

.

へ

々

Z
篠

原

政

憲

一

お
T
ι
/

二

西
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二
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し
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の
で
皆
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ま
万
の
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っ
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ご
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A
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日
浩
一

・

一

圃
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子
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四
十
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四
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月
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日

よ
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H
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学
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H
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H
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村
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子
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長

女

上

河
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並

木
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子

由

一
石
原
浩
二

H

理
二
男
中

島

和

田

寿

光

西

条

二
区
一

一
細
田
忠
司

H

忠

男

長

男

土

河

東

竹

野

千

春

一

一
石
川
秀
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H

捷

彦

二

男
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金
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文
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河
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一
小
田
切
幸
子
H

章

H

二

区

鈴

木

栄

美

子

和

一
神
田
幹
人

H

進

治

二

男

二

区

望

月

勝

男

河

酋

町

一
刑
沢
実
樹

H

一

長

女

新

田

高

橋

一

枝

一

¥

J叩

+
清
水
久
子

H

忠
造
三
女

¥
河

西

川

徒歩約 1分

電話

055273 
3050 

移
転
先
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6 容努参

短
歌
教
室
の
講
座
を
終
へ
て

文
化
協
会
短
歌
部
長

報

四
十
八
年
度
昭
和
町
文
化
費
五
の

事
業
計
画
K
盛
ら
れ
た
る
文
芸
三
部

門
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
の
基
礎
的

講
座
を
実
施
す
る
に
当
っ
て
、
先
ず

短
歌
教
室
を
十
月
十
日
よ
り
四
固
に

百
一っ
て
聞
い
た
結
果
、
そ
の
成
果
の

顕
著
な
る
に
驚
い
た
次
第
で
す
。

以
来
低
迷
を
続
け
て
い
た
短
歌
部

門
は
、
中
央
公
民
館
の
実
現
と
共

K

一
躍
そ
の
潜
在
す
る
能
力
を
発
揮
し

今
回
の
短
歌
教
室
の
如
く
予
想
外
の

発
展
を
見
た
事
を
喜
ぶ
も
の
で
あ
り

ま
す
。教

室
開
始
よ
り
受
章
台
の
熱
意
は

回
を
重
ね
る

C
と
に
高
ま
り
、
批
評

或
は
反
論
さ
へ
も
出
る
勉
強
振
り
は

講
師
大
森
光
子
先
生
の
適
切
な
る
指

導
と
相
侯
っ

て、

大
き
く
躍
進
し
必

ず
や
近
き
将
来
わ
が
町
の
歌
壇
を
不

動
の
も
の
と
す
る
事
を
確
信
致
し
ま

す。
目
ま
ぐ
る
し
く
進
展
す
る
日
常
生

広町和昭

回

豊

蔵

中

活
の
中
で
、
自
然
を
捉

へ
大
気
の
あ

ら
ゆ
る
生
物
、
物
像
を
模
写
し
て
そ

の
感
情
を
三
十

一
文
字
に
具
現
す
る

即
ち
人
生
に
潤
ひ
を
も
っ
事
乙
そ

至
上
の
喜
び
と
思
い
ま
す
。

二
月
に
は
郡
文
協
の
短
歌
講
座
も

当
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

愛

好
者
の
参
加
を
願
う
と
共
に
精
進
を

祈
り
ま
す
。い

こ
い
の
広
場

歌
と

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
夕
べ

一
月
十
八
日

昭
和
町
中
央
公
民
館
で
は
、
み
な

さ
ん
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
C
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
来
る
一
月
十
八

日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
講
堂
に
於

て、

H

い
こ
い
の
広
場

H

を
開
催
い

た
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
歌
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

こ
ん
な
時

商
工
会
を
刺
用
し
よ
う

金
融
斡
旋
、
経
理
事
務
、
労

働
保
険
、
経
営
の
問
題
等
に
つ

い
て
の
相
談
や
指
導

国
民
金
融
公
庫
、
県
単
融
資

に
つ
い
て
す
べ
て
商
工
会
が
事

務
を
取
扱
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
商
工
会
や

指
導
を
受
け
て
下
さ
い
。

昭
和
町
押
越
八
八
五
番
地

昭
和
町
役
場
内

電
話

三
三
四
四

ス
の
夕
べ
、
と
題
し
て
望
月
吾
郎
さ

ん
の
歌
唱
指
導
の
も
と
に
参
加
者
全

員
が
輪
を
つ
く
り
、
声
高
ら
か
に
歌

い
、
ま
た
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を
す
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。ど

な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
多
数
お
い
で
下
さ
い
。

短
歌
教
室
提
出
作
品

そ
れ
ぞ
れ
の
思
ひ
を
も
ら
て
箸
は
乙
ぶ

嫁
が
せ
し
日
の
タ
前
の
ぜ
ん
に

河

西

湯

川

ベ
コ
ニ
ヤ
の
紅
め
で
て
持
ち
入
る

K

五
日
も
た
た
で
陽
を
恋
う
る
ら
し

押

越

小

林

ベ
ル
の
鳴
る
車
窓
へ
だ
て
て
吾
れ
と
娘
の

信
じ
合
ふ
顔
し
ば
し
黙
せ
り

築

地

田

中

七
県
を
め
ぐ
れ
る
旅
路
終
り
た
り

た
か
ぶ
り
も
ち
て
車
降
り
立
つ

築

地

河

野

旅
K
居
る
夫
の
仕
事
着
か
〉
り
あ
り

威
厳
を
た
も
つ
形
の
ま
〉
に

河

西

佐

野

雲
低
き
空
を
気
に
し
つ
刈
り
急
ぐ

稲
架
組
む
手
に
雨
つ
ぶ
落
つ
る

申

島

麻

野

き

く

代

老
妻
と
宿
着
で
酌
み
し
窓
近
く

海
伯
郡
展
け
耀
や
き
て
見
ゆ

工
事
場
の
騒
音
近
き
窓
辺
に
て

今
日
一

日
を
ミ
シ
ン
踏
み
お
り

押

越

深

沢

山
の
秀
を
と
ざ
す
霧
へ
と
登
る
パ
ス

紅
葉
割
し
て
臼
き
は
嵩
麦
か

中

島

柳

沢

八

十

一

発
展
だ
文
化
だ
ス

リ
ル
だ
ス
ピ
ー
ド
だ

声
K
消
え
ゆ
く
命
哀
し
き

河
西

書

長
沼

舟
水

玉
忙国

豊
蔵

美
子枝


